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－参考資料－ 

２０２２年１１月２４日 

ライオン株式会社 
 

「根面う蝕予防歯磨剤」、「高保湿タイプ液体皮膚洗浄剤」の特許が 

令和４年度関東地方発明表彰「発明奨励賞」を受賞 
 

ライオン株式会社（代表取締役社長・掬川 正純）が発明した、「根面う蝕予防歯磨剤」および「高

保湿タイプ液体皮膚洗浄剤」の特許が、公益社団法人発明協会主催の令和４年度関東地方発明表彰に

おいて「発明奨励賞」を受賞しましたのでご報告いたします。 

表彰式は、２０２２年１１月１８日（金）にベルクラシック甲府（山梨県甲府市）にて行われ、受賞

者に表彰状が授与されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．根面う蝕予防歯磨剤 

■ 受賞特許 

・特許番号：特許第６４７４３７５号 

・技術分野：根面う蝕予防歯磨剤 
 

■ 発明の概要 

本発明は、フッ化物（フッ素）に加え、ピロリドンカルボン酸を配合することによって、象牙

質の脱灰抑制作用やコラーゲンの分解抑制作用を発揮させ、高い根面う蝕予防効果が期待できる

歯磨剤の開発に関するものです。 
 

■ 受賞者 

井上志磨子、藤川晴彦、朝熊弘樹、鬼木隆行、福田康 
 

■ 開発の背景 

根面う蝕は、加齢などで歯ぐきが下がりエナメル質より脆弱な歯の根面象牙質

が露出することで生じるため、「大人のムシ歯」とも言われています。 

近年、口腔衛生や予防意識の高まり、フッ化物配合歯磨剤の普及により残存

歯数は増える傾向にあります。その一方で、高齢者のう蝕罹患率は増加してお

り、根面う蝕の発症もその一因と推察され、ＱＯＬの維持・向上のために対策

が必要な口腔トラブルになっています。 

また、根面う蝕は進行が速いために早期発見と治療が難しいという課題があ

り、より効果の高い予防技術開発が長年求められていました。そこで本技術の

開発者らは、根面う蝕予防効果の高い歯磨剤の開発に着手しました。 

歯と歯ぐきの断面図 

（イメージ図） 

＜表彰式＞ 筒井 葉月(写真左）、藤川 晴彦(写真右） 
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■ 発明の独自性 

根面象牙質は主にミネラルとコラーゲンで構成されており、根面う蝕は、歯垢の中の細菌から産

出される酸によって歯からミネラルが溶け出す「脱灰」と、唾液などに含まれる酵素のコラゲナーゼ

による「コラーゲン分解」によって症状が進行していきます。 

この度、数十種類の成分について網羅的に象牙質への作用を調べた結果、天然保湿成分として知

られている「ピロリドンカルボン酸（ＰＣＡ）」が、露出した根面の象牙質をコーティングする作用

を有する可能性を見出しました。 
 

①ＰＣＡの象牙質脱灰抑制作用 

  歯磨剤に配合されているフッ素は口の中に滞留し、歯のエナメル質だけではなく象牙質の脱

灰も抑制することが知られています。 

モデル歯牙を用いて検証した結果、ＰＣＡが象牙質をコーティングすることで、フッ素の滞

留性が向上することが示唆されました。 
 

②ＰＣＡのコラーゲン分解抑制作用 

  根面う蝕の進行を遅らせるためには、象牙質中のコラーゲンの分解抑制が効果的であること

が知られています。 

高純粋コラーゲンを用いて検証した結果、ＰＣＡがコラーゲンをコーティングすることで、

濃度依存的に酵素のコラゲナーゼによるコラーゲン分解を抑制することがわかりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本発明では、歯磨剤にＰＣＡを配合することで、ＰＣＡが象牙質のコラーゲンに吸着して象牙

質全体をコーティングするとともに、①象牙質の脱灰抑制、②コラーゲン分解抑制、の二つの作

用を向上させることを可能にしました。 

 

  なお本発明の関連研究は、根元のムシ歯まで予防を訴求するう蝕予防歯磨剤の開発に応用展開

されています。 

 

■ 関連情報 

本発明に関連する研究は、Asian Pacific Society of Periodontology Meetingポスター賞※1を受賞、  

学術論文※2を発表、学会発表※3、シンポジウム発表※4開催をしています。 

※1 「 Effects of toothpaste containing pyrrolidone carboxylic acid on dentin 

demineralization and collagen degradation 」 ,13th Asian Pacific Society of 

Periodontology Meeting，2019年 9月開催, Poster presentation competition Lab research 

1st Prize 

※2 「ピロリドンカルボン酸配合歯磨剤による象牙質の脱灰抑制効果・コラーゲン分解抑制効果の 

検討」, 日歯保存誌 62(6), 286-295, 2019 

※3 「ピロリドンカルボン酸による象牙質コラーゲンの分解抑制、および象牙質の脱灰抑制に関する 

検討」,第 138、143、147回 日本歯科保存学会, 2013年 6月、2015年 11月、2017年 10月開催 

  ※4 「歯磨剤による根面う蝕予防アプローチについて」, 第 11回日本義歯ケア学会学術大会, 2019年 

2月発表 

フッ素の滞留性向上 脱灰とコラーゲン分解 

根面う蝕の進行 （イメージ図） 

コラーゲン表面のコーティング 

 
PCAの象牙質への作用 （イメージ図） 
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２．高保湿タイプ液体皮膚洗浄剤 

■ 受賞特許 

・特許番号：特許第６８４５８４７号 

・技術分野：高保湿タイプ液体皮膚洗浄剤 

 

■ 発明の概要 

本発明は、洗浄時には、高級脂肪酸塩（石けん）により高い泡性能を発揮し、すすぎ時には、

高級脂肪酸塩とカチオン性ポリマーの特定比率によって形成する、保湿成分の複合体が肌に吸着

して、洗浄後のしっとり感を発揮する液体皮膚洗浄剤に関するものです。 

 

■ 受賞者                                            

筒井葉月、佐藤円康、河崎梨彩子、石井真悠子 

 

■ 開発の背景 

ハンドソープやボディソープには、洗浄時の泡性能と洗浄後の肌ケア機能が望まれ、特に最近で

はタオルドライ後の肌にしっとり感を付与できるほどの高い保湿性が望まれています。その一方で、

泡性能や洗浄力を維持しながら、保湿力を高めることが課題でした。 

そこで本技術の開発者らはボディソープについて、洗浄時に濃密でクリーミーな泡がたつボディ

ソープは、スポンジやタオル等の洗浄具のこすり刺激が肌に伝わりにくく肌のしっとり感を高めら

れるという当社調査結果もあることから、洗浄時の泡性能と洗い上がりの保湿効果の両立を目指し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 発明の独自性 

本発明では、保湿成分が洗い流されにくい新しいタイプのボディソープを対象に開発に着手しま 

した。開発者は、すすぎ時に水に流されやすい保湿成分を、水に流されにくい「保湿成分複合体」 

に形を変化させることで保湿成分を肌に残すことを考案しました。 

しかし、洗浄時に良好な泡性能の高級脂肪酸塩（石けん）は、複合体を形成しにくいことがわか 

り、組み合わせる界面活性剤やカチオン性ポリマーについて様々な種類の検討を行いました。 

その結果、カチオン性ポリマーのカチオン化度を高めることで、高級脂肪酸塩（石けん）でも複 

合体を形成しやすくなくなることがわかりました。さらに「保湿成分複合体」の効果をより高める 

ために、形成促進成分の検討を行い、有効な成分の組み合わせを見出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「保湿成分複合体」による保湿効果のメカニズム （イメージ図） 

本特許技術 
洗浄時の泡質の比較 

従来技術 
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  本発明の関連研究は、洗浄時の泡性能とすすぎ後に保湿成分が肌にとどまる訴求を行う、液体

皮膚洗浄剤の開発に応用展開されています。 

 

■ 関連情報 

本発明に関連する研究は、学術論文※5の発表などを行っております。 
 

  ※5 「皮膚洗浄剤における機能成分の皮膚吸着技術の開発」開発」，Colloid & Interface 

Communication，42（3），52-53，2017 

 

 

 
 
 
 

 

 

以 上 

お問い合わせ窓口 
ライオン株式会社 〒１３０－８６４４ 東京都墨田区本所１－３－７ 

＜報道関係の方＞ コーポレートコミュニケーションセンター ０３－３６２１－６６６１ 

地方発明表彰とは 
1921年（大正 10年）から開始された地方発明表彰とは、実施されている優れた発明、考案又は意匠を生み出した技術
者・研究開発者を顕彰するものです。全国を８地方（北海道、東北、関東、中部、近畿、中国、四国、九州）に分けて 
実施しています。 


